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熹
平
石
経
は
、
後
漢
熹
平
四
年
（
一
七
五
年
）
、
儒
学
経
典
を
校
定
し
、
七
〇

余
に
刻
石
し
た
も
の
で
あ
る
。
熹
平
石
経
は
、
当
時
の
正
体
の
隷
書
で
書
か
れ
、

書
道
史
、
書
体
史
に
お
い
て
も
価
値
の
高
い
も
の
で
あ
る
が
、
原
石
は
散
逸
し

て
残
石
や
搨
本
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
正
体
的
隷
書
で
書
か
れ
た

熹
平
石
経
お
よ
び
そ
れ
と
同
時
期
、
同
地
域
（
近
隣
地
域
）
に
建
碑
さ
れ
た
乙

瑛
碑
、
礼
器
碑
、
曹
全
碑
、
張
遷
碑
の
字
形
を
比
較
検
討
し
、
隷
書
の
代
表
的

古
典
と
尊
称
さ
れ
る
こ
れ
ら
四
碑
の
価
値
を
、
筆
意
の
み
な
ら
ず
正
体
の
視
点

か
ら
も
確
認
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
熹
平
石
経
残
石
と
乙
瑛

碑
と
の
字
体
・
書
風
の
共
通
点
を
見
出
し
た
。
ま
た
、
熹
平
石
経
残
石
の
字
体

 
*  

鹿
児
島
大
学 

法
文
教
育
学
域 

教
育
学
系 

講
師 

が
、
金
文
や
小
篆
の
正
統
を
汲
む
字
体
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
字
例
を
掲
出

し
た
。
一
方
、
熹
平
石
経
以
後
に
建
て
ら
れ
た
曹
全
碑
や
張
遷
碑
に
は
、
簡
略

な
字
体
と
考
え
ら
れ
る
形
状
に
書
か
れ
て
い
る
字
例
も
見
ら
れ
た
。
熹
平
石
経

残
石
の
字
体
に
、
そ
れ
よ
り
も
先
に
書
か
れ
た
乙
瑛
碑
や
礼
器
碑
と
の
共
通
点

が
比
較
的
多
く
見
ら
れ
る
点
に
つ
い
て
は
、
政
治
的
、
文
化
的
交
流
の
面
に
も

目
を
向
け
る
必
要
が
あ
ろ
う
。 

  

キキ
ーー
ワワ
ーー
ドド
：
熹
平
石
経
、
隷
書
、
八
分
、
漢
碑
、
正
体 

 

は
じ
め
に 

熹
平
石
経
は
、
後
漢
熹
平
四
年
（
一
七
五
年
）
、
霊
帝
の
勅
許
を
得
て
『
書
経
』
、

『
詩
経
』
、
『
易
経
』
、
『
儀
礼
』
、
『
公
羊
伝
』
、
『
論
語
』
を
校
定
後
、
四
十
八
石

に
刻
さ
れ
、
河
南
省
洛
陽
の
太
学
門
外
に
設
置
さ
れ
た
。
春
秋
戦
国
期
に
成
立

し
た
儒
学
の
経
典
は
、
経
年
や
秦
代
の
焚
書
坑
儒
に
よ
っ
て
散
逸
し
た
た
め
、

古
来
の
原
文
を
回
復
さ
せ
、
後
学
の
益
と
な
る
よ
う
刻
石
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

碑
文
は
、
漢
代
の
正
書
体
の
隷
書
で
書
か
れ
て
お
り
、
後
の
正
始
石
経
（
三
体

石
経
）
に
対
し
て
一
字
石
経
ま
た
今
字
石
経
と
も
称
さ
れ
る
。
筆
者
に
つ
い
て

は
、『
後
漢
書
』
蔡
邕
伝
に
、
儒
学
経
典
の
校
定
・
刻
石
を
奏
請
し
た
、
議
郞
の

蔡
邕
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
熹
平
石
経
の
原
石
は
、

長
年
の
間
に
戦
火
災
害
等
に
遭
遇
し
て
破
損
、
離
散
し
て
し
ま
い
、
宋
代
に
な

っ
て
残
石
と
な
っ
た
も
の
が
偶
然
出
土
し
た
。
一
九
二
二
年
以
降
、
太
学
の
旧

址
か
ら
も
出
土
し
、
そ
の
数
は
数
百
余
石
に
も
達
す
る
。
そ
れ
ら
は
、
徐
森
玉
、

馬
衡
、
羅
振
玉
、
于
右
任
等
の
個
人
お
よ
び
北
京
図
書
館
に
よ
っ
て
分
別
さ
れ

収
蔵
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
に
、
熹
平
石
経
で
現
在
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
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は
、
大
き
さ
も
不
揃
い
の
残
石
や
拓
本
で
あ
る
が
、
文
献
や
文
字
の
歴
史
に
お

い
て
高
い
価
値
を
有
す
る
。
熹
平
石
経
残
石
の
数
点
は
日
本
に
も
舶
来
し
、
台

東
区
立
書
道
博
物
館
、
藤
井
有
鄰
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。 

中
国
に
お
い
て
は
、
時
代
や
地
域
の
差
に
よ
る
字
体
の
違
い
が
生
じ
た
た
め
、

秦
の
始
皇
帝
に
よ
る
文
字
統
一
（
小
篆
の
制
定
）
を
嚆
矢
と
し
て
、
時
折
漢
字

の
正
体
、
標
準
を
求
め
る
動
き
が
行
わ
れ
て
き
た
。
篆
書
、
隷
書
、
楷
書
は
そ

れ
ぞ
れ
、
各
時
代
に
お
け
る
正
書
体
の
地
位
を
得
た
書
体
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

書
体
の
正
体
や
重
要
経
典
の
正
文
を
示
す
史
料
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。 

石
経
に
つ
い
て
は
、
本
文
の
正
し
さ
を
示
す
こ
と
を
主
眼
と
し
な
が
ら
、
文

字
の
字
体
と
し
て
も
当
時
に
お
け
る
正
体
、
標
準
を
も
示
す
も
の
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。 

小
篆
は
、
初
め
て
広
大
な
中
国
全
土
の
字
体
の
統
一
を
図
り
正
体
と
文
字
使

用
の
標
準
を
制
定
し
た
、
最
も
権
威
性
の
高
い
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
始
皇
帝

の
指
示
を
受
け
た
李
斯
に
よ
っ
て
秦
の
大
篆
を
基
に
制
定
さ
れ
た
。
小
篆
の
均

一
な
太
さ
で
左
右
対
称
を
基
本
と
す
る
厳
粛
な
造
形
美
は
、
現
代
に
お
い
て
も

色
褪
せ
な
い
。
現
存
す
る
泰
山
刻
石
に
残
さ
れ
た
字
数
は
わ
ず
か
十
字
、
そ
の

拓
本
に
は
、
建
碑
当
時
の
字
数
二
二
三
字
か
ら
減
じ
て
一
六
五
字
本
、
五
三
字

本
、
二
九
字
本
な
ど
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
隷
書
や
楷
書
の
正
体
を
示

す
上
表
の
碑
石
は
、
中
国
の
重
要
経
典
の
正
し
い
文
章
を
記
す
内
容
上
の
価
値

に
比
し
て
、
文
字
の
書
法
に
つ
い
て
は
、
謹
厳
で
よ
く
整
っ
て
い
る
が
、
刻
石

さ
れ
る
と
筆
意
が
失
わ
れ
て
形
骸
化
し
、
堅
苦
し
く
精
彩
に
乏
し
い
と
の
評
も

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
字
体
史
・
書
体
史
の
観
点
か
ら
、
当
時
の
正
体
を
示

し
て
い
る
と
い
う
価
値
も
看
過
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
今
回
、
当
時
の
正
体

の
隷
書
字
形
を
示
す
熹
平
石
経
残
碑
の
文
字
と
、
同
時
代
に
建
碑
さ
れ
た
乙
瑛

碑
、
礼
器
碑
、
曹
全
碑
、
張
遷
碑
の
四
碑
の
字
形
と
を
比
較
検
討
し
、
共
通
点

や
相
違
点
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
は
、
隷
書
の
代
表
的
古
典
と
尊
称
さ
れ
る

そ
れ
ら
四
碑
の
価
値
を
、
筆
意
の
み
な
ら
ず
正
体
の
視
点
か
ら
も
確
認
す
る
と

い
う
点
に
意
義
が
あ
る
。 

 

一

熹
平
石
経
残
石
字
形
と
の
比
較
対
象 

熹
平
石
経
は
、
後
漢
の
熹
平
四
年
（
一
七
五
年
）
の
刻
石
で
、
字
形
は
八
分

で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
熹
平
石
経
残
石
と
の
字
形
比
較
対
象
と
し
て
、
次
表
の

と
お
り
、
同
時
期
の
立
碑
で
か
つ
書
体
が
八
分
の
漢
碑
四
種
を
挙
げ
た
。
各
碑

の
概
略
を
述
べ
る
。 

 
乙
瑛
碑
の
全
称
は
「
漢
魯
相
乙
瑛
請
置
百
石
卒
史
碑
」
で
あ
る
。
後
漢
の
永

楷
書 

古
文
・
小
篆
・
八
分 

隷
書
（
八
分
） 

小
篆 

書 

体 
康
煕
字
典 

開
成
石
経 

干
禄
字
書 

正
始
（
三
体
）
石
経 

熹
平
石
経 

瑯
琊
台
刻
石 

泰
山
刻
石 

正
体
や
正
文
を
示
す
碑
石
・
字
書 

一
七
一
六
年 

八
三
三
年 

七
〇
〇
年 

二
四
〇
年 

一
七
五
年 

前
二
〇
九
年 

前
二
一
九
年 

刻 

年 

張
遷
碑 

曹
全
碑 

熹
平
石
経 

礼
器
碑 

乙
瑛
碑 

碑 

石 

一
八
六
年 

一
八
五
年 

一
七
五
年 

一
五
六
年 

一
五
三
年 

刻 

年 

山
東
東
平
県
明
倫
堂
前 

陝
西
省
郃
陽
県 

河
南
省
洛
陽
太
学
門
外 

山
東
省
曲
阜
孔
子
廟 

山
東
省
曲
阜
孔
子
廟 

も
と
の
設
置
場
所 

山
東
泰
安
岱
廟
東
廡 

西
安
碑
林 

（
各
地
に
残
石
・
搨
本
） 

山
東
省
曲
阜
孔
廟
東
廡 

山
東
省
曲
阜
孔
廟
東
廡 

現
存
す
る
場
所 
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表
一 

熹
平
石
経
残
石
・
漢
碑
字
形
比
較
表 

高 王 為 文 年 家 孫 人 子 于 事
書

写

年

代

碑

石

153
乙

瑛

156
礼

器

175
熹

平

残

石

185
曹

全

186
張

遷

興
元
年
（
一
五
三
年
）
の
刻
。
碑
末
楷
書
題
記
に
「
後
漢
鍾
太
尉
書
」
と
あ
っ

て
鍾
繇
の
書
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
諸
家
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
て
い
る
。
書
法
は

「
骨
肉
均
適
、
情
文
流
暢
」（
翁
覃
渓
）
、
ま
た
「
非
溢
美
」「
粛
穆
（
静
ま
り
か

え
る
）
之
気
自
在
」（
楊
守
敬
）
な
ど
と
評
さ
れ
る
１

。
結
構
が
大
き
く
、
波
磔

は
重
厚
で
よ
く
引
き
締
ま
り
、
素
朴
感
を
漂
わ
せ
て
い
る
。
字
形
は
整
っ
て
緊

張
感
が
あ
る
。 

礼
器
碑
の
全
称
は
「
漢
魯
相
韓
勅
造
孔
廟
礼
器
碑
」
で
あ
る
。
後
漢
・
永
寿

三
年
（
一
五
六
）
の
刻
。
書
法
は
、「
字
画
之
妙
、
古
雅
無
前
」（
郭
宗
昌
）
、「
兼

之
（
性
情
・
形
質
）
者
惟
推
此
碑
」（
楊
守
敬
）
な
ど
と
評
さ
れ
る
２

。
整
斉
で

ゆ
っ
た
り
し
た
字
形
、
洗
練
さ
れ
た
細
目
で
伸
び
や
か
な
線
、
筆
先
が
開
閉
し

て
変
化
し
、
運
筆
は
よ
く
活
動
し
て
知
性
的
、
質
朴
で
高
雅
な
表
現
と
さ
れ
る
。 

曹
全
碑
は
曹
全
の
徳
政
の
称
徳
碑
で
あ
る
。
後
漢
の
中
平
二
年
（
一
八
五
年
）

の
刻
。
書
法
は
「
遒
秀
逸
致
、
翩
々
」
な
ど
と
評
さ
れ
、
字
形
の
整
斉
さ
、
肉

筆
の
風
が
忠
実
に
刻
さ
れ
た
瑞
々
し
い
線
質
、
抑
揚
の
あ
る
運
筆
、
流
麗
な
波

勢
に
特
徴
が
あ
る
。
八
分
の
典
型
と
さ
れ
る
一
方
で
、
婉
美
に
過
ぎ
る
と
貶
す

評
も
あ
る
。 

張
遷
碑
は
後
漢
中
平
三
年
（
一
八
六
年
）
の
刻
で
、
善
政
を
布
い
た
張
遷
の

転
任
の
記
念
碑
で
あ
る
。
書
法
は
、
古
拙
な
線
で
点
画
を
角
張
ら
せ
た
険
勁
な

書
風
で
あ
り
、
字
形
は
縦
長
や
方
形
の
も
の
が
多
い
。
波
勢
は
力
を
込
め
て
重

厚
に
つ
く
っ
て
お
り
、
山
東
に
お
け
る
八
分
の
一
典
型
と
さ
れ
る
。
清
の
伊
秉

綬
や
何
紹
基
ら
に
影
響
を
与
え
た
。 

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
八
分
漢
碑
四
種
と
熹
平
石
経
残
石
の
字
形
と
を
比
較

し
、
熹
平
石
経
残
石
の
正
字
の
様
相
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
漢
代
を
代
表
す

る
漢
碑
の
字
形
を
、
正
字
の
視
点
か
ら
検
討
す
る
。 

 

二

熹
平
石
経
残
石
と
八
分

漢
碑
四
種
の
字
形
比
較 

本
稿
で
使
用
す
る
熹
平
石
経

残
石
搨
本
（
北
京
大
学
図
書
館

所
蔵
）
は
一
四
行
、
一
字
全
体

が
明
瞭
な
文
字
は
各
行
二
二
字

～
二
六
字
、
計
三
四
八
字
で
あ

る
。
こ
の
う
ち
、
乙
瑛
、
礼
器
、

曹
全
、
張
遷
碑
の
四
碑
全
て
に

字
例
が
あ
る
文
字
を
集
字
し
、

表
Ⅰ
を
作
成
し
た
。
以
下
、
表

Ⅰ
の
各
字
を
比
較
す
る
。 

「
事
」―

 

熹
平
石
経
残
石

の
最
長
横
画
は
「
コ
」
形
中
の

横
画
で
あ
り
、
縦
画
収
筆
は
左

方
に
曲
が
っ
て
短
く
止
め
て
い

る
。
最
長
横
画
に
関
し
て
熹
平

石
経
残
石
と
同
様
な
の
は
曹
全

碑
で
あ
る
。
縦
画
収
筆
が
近
い

形
状
を
し
て
い
る
の
は
乙
瑛
碑

で
あ
ろ
う
。
曹
全
碑
は
、
縦
画

収
筆
が
他
よ
り
も
極
端
に
長
い
。

総
じ
て
熹
平
石
経
残
石
と
最
も

近
似
の
字
形
は
乙
瑛
碑
と
言
え

よ
う
。 
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「
于
」―

 

熹
平
石
経
残
石
の
横
画
は
、
下
方
が
や
や
長
く
、
波
磔
は
な
い
。

縦
画
か
ら
左
へ
の
曲
が
り
は
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
角
度
で
余
裕
が
あ
り
、
収
筆

は
強
い
筆
圧
が
加
わ
っ
て
太
く
な
り
、
急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
止
め
て
い
る
。

熹
平
石
経
残
石
と
概
形
が
近
い
の
は
乙
瑛
碑
、
縦
画
曲
が
り
の
収
筆
は
比
較
的

礼
器
碑
に
近
い
と
言
え
よ
う
。
曹
全
碑
の
み
横
画
末
の
波
磔
が
顕
著
で
あ
る
。 

「
子
」―

 
熹
平
石
経
残
石
の
字
形
は
、
横
画
が
縦
画
の
高
い
位
置
で
交
わ

り
、
縦
画
下
部
の
左
方
向
へ
の
曲
が
り
は
、
横
画
よ
り
も
長
く
書
か
れ
て
い
る
。

ま
た
そ
の
収
筆
は
、「
于
」
字
と
同
様
に
筆
圧
を
加
え
て
徐
々
に
太
く
な
り
、
最

大
筆
圧
で
急
激
に
止
ま
っ
た
書
き
方
と
な
っ
て
い
る
。
張
遷
碑
を
除
く
四
碑
は

近
似
の
字
形
で
あ
る
。 

「
人
」―

 

画
数
が
少
な
く
、
い
ず
れ
も
大
差
の
な
い
字
形
で
あ
る
が
、
左

払
い
に
お
け
る
収
筆
の
筆
圧
の
込
め
方
や
、
左
払
い
と
右
払
い
の
接
点
の
位
置

な
ど
を
見
る
と
、
乙
瑛
碑
の
字
形
が
最
も
近
い
。 

「
孫
」―

 

熹
平
石
経
残
石
の
字
形
は
、「
子
」
と
「
系
」
の
字
幅
の
比
率
が

お
よ
そ
一
対
二
で
あ
る
点
、
ま
た
「
系
」
上
部
の
左
払
い
の
方
向
が
ほ
ぼ
水
平

な
点
が
特
徴
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
点
か
ら
、
比
較
的
近
似
の
字
形
を
示
す
の
は

乙
瑛
碑
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
張
遷
碑
の
字
形
は
、
偏
と
旁
の
距
離
が
近
い
こ
と
、

「
子
」
部
分
の
そ
り
の
収
筆
が
左
上
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

最
も
遠
い
字
形
を
示
し
て
い
る
。 

「
家
」―

 

熹
平
石
経
残
石
の
字
形
は
、「
豕
」
部
分
の
そ
り
が
中
央
に
位
置

し
て
い
る
点
、
ま
た
左
払
い
三
本
の
先
が
次
第
に
広
が
っ
て
い
く
点
な
ど
が
特

徴
で
あ
る
。
最
も
近
似
の
字
形
は
乙
瑛
碑
で
あ
る
。
張
遷
碑
の
字
形
は
、
下
部

の
湾
曲
し
た
そ
り
の
画
が
左
側
に
寄
り
、
特
殊
な
字
形
を
示
し
て
い
る
。 

「
年
」―

 

熹
平
石
経
残
石
の
字
形
「

」
は
、
最
長
横
画
の
左
上
に
短
い

横
画
が
書
か
れ
て
い
て
、
張
遷
碑
の
字
形
が
同
様
で
あ
る
。
乙
瑛
、
礼
器
、
曹

全
碑
は
、
波
磔
の
右
上
に
さ
ら
に
も
う
一
点
が
付
さ
れ
て
い
て
、
熹
平
石
経
と

は
異
な
っ
た
字
形
で
あ
る
。
波
磔
上
の
点
が
一
点
の
も
の
、
二
点
の
も
の
と
も

に
、
漢
碑
や
漢
簡
に
頻
繁
に
見
ら
れ
る
。「
年
」
は
、
も
と
篆
書
で
は
「
禾
」
と

「
千
」
を
上
下
に
組
み
合
わ
せ
た
「

」
形
で
あ
り
、
張
景
造
士
牛
碑
「

」

や
隷
辨
「

」
の
字
形
に
「
禾
」
と
「
千
」
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

れ
ら
「

」
や
「

」
上
半
の
「
禾
」
部
分
の
左
右
の
払
い
が
連
続
し
て
書
か

れ
る
う
ち
に
直
線
化
し
て
「

」
形
と
な
り
、
下
部
に
「

＝
千
」
が
組
み
合

わ
さ
っ
て
熹
平
石
経
残
石
の
字
形
「

」
に
な
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。 

「
文
」―

 

熹
平
石
経
残
石
の
字
形
は
、
横
画
の
中
央
に
点
が
書
か
れ
、
左

払
い
・
右
払
い
の
交
差
点
は
文
字
の
中
央
（
初
画
の
点
）
の
真
下
で
あ
る
。
ま

た
左
払
い
の
方
向
は
、
四
五
度
方
向
か
ら
徐
々
に
水
平
方
向
と
な
り
、
筆
圧
を

加
え
て
太
く
高
い
位
置
で
収
筆
す
る
。
右
払
い
は
、
左
払
い
よ
り
低
い
位
置
ま

で
重
厚
に
書
か
れ
て
い
る
。
礼
器
碑
の
字
形
が
最
も
近
い
。
曹
全
碑
の
字
形
は
、

左
払
い
、
右
払
い
の
交
差
位
置
が
非
常
に
高
く
、
右
払
い
、
左
払
い
の
収
筆
の

高
さ
が
同
程
度
で
あ
る
。
張
遷
碑
の
字
形
は
、
初
画
の
点
が
特
に
太
く
筆
勢
を

も
っ
て
右
上
に
は
ね
る
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
左
は
ら
い
は
真
上
に
は

ね
上
げ
る
よ
う
な
形
に
な
り
、
右
払
い
は
左
払
い
と
同
程
度
の
高
さ
で
、
よ
り

太
く
重
厚
に
右
上
に
払
い
上
げ
て
い
る
。 

「
為
」―

 

熹
平
石
経
残
石
の
字
形
は
、
左
払
い
は
力
を
内
に
含
む
よ
う
に

収
筆
し
て
い
る
。
ま
た
「
⺣
」
右
上
の
転
折
縦
画
の
方
向
は
、
や
や
右
下
方
向

に
開
い
て
い
る
。
同
部
分
に
つ
い
て
乙
瑛
、
礼
器
碑
は
、
横
画
か
ら
縦
画
へ
転

折
す
る
際
に
右
上
に
持
ち
あ
が
る
よ
う
な
特
殊
な
形
を
し
て
い
る
。
総
じ
て
最

も
近
似
の
字
形
を
示
す
の
は
、
曹
全
碑
で
あ
ろ
う
。 
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張
遷
● 

山
東 

河
南 

●

熹
平
石
経

陝
西 

●

曹
全 

礼
器
● 

乙
瑛 

「
王
」―

 

熹
平
石
経
残
石
の
字
形
は
、
上
部
二
横

画
が
同
じ
長
さ
で
あ
り
、
横
画
間
の
分
間
が
均
等
で
あ

る
。
上
部
の
横
画
が
同
じ
長
さ
な
の
は
乙
瑛
、
張
遷
碑

で
あ
る
。
ま
た
、
横
画
間
の
分
間
が
均
等
な
の
は
曹
全
、

張
遷
碑
で
あ
る
。
張
遷
碑
は
波
磔
が
判
然
と
し
な
い
。

総
じ
て
最
も
近
似
の
字
形
を
示
す
の
は
、
乙
瑛
碑
で
あ

ろ
う
。 

「
高
」―

 

熹
平
石
経
残
石
の
字
形
は
、
上
部
横
画

に
波
磔
が
あ
り
、「
亠
」
の
下
は
「
口
」
に
作
っ
て
い
る
。

下
部
は
「
冂
」
と
「
口
」
の
下
端
が
揃
っ
て
い
る
。
乙

瑛
、
張
遷
碑
の
字
形
は
、
い
わ
ゆ
る
〝
は
し
ご
高
〟
の
「
髙
」
に
作
る
。
「
高
」

字
は
五
碑
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
が
あ
る
が
、
波
磔
を
有
し
、
そ
の
下
を
「
口
」
に

作
る
曹
全
碑
を
近
似
の
字
形
に
挙
げ
る
。 

以
上
、
表
Ⅰ
に
取
り
上
げ
た
十
一
字
種
に
つ
い
て
、
熹
平
石
経
残
石
と
八
分

漢
碑
四
種
と
の
字
形
の
比
較
を
述
べ
た
。
熹
平
石
経
残
石
と
の
近
似
性
を
指
摘

で
き
た
の
は
、
乙
瑛
碑
が
六
文
字
、
礼
器
碑
、
曹
全
碑
が
三
文
字
で
あ
っ
た
。

刻
年
は
、
乙
瑛
碑
一
五
三
年
、
礼
器
碑
一
五
六
年
、
熹
平
石
経
一
七
五
年
、
曹

全
碑
一
八
五
年 

張
遷
碑
一
八
六
年
で
あ
り
、
熹
平
石
経
残
石
の
字
形
は
、
そ

れ
よ
り
も
以
前
に
制
作
さ
れ
た
乙
瑛
碑
、
礼
器
碑
に
近
似
性
が
高
い
傾
向
が
見

ら
れ
た
。 

右
上
の
略
図
は
、
こ
れ
ら
の
碑
石
が
地
理
的
に
も
比
較
的
隣
接
す
る
地
域
で

作
成
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
乙
瑛
碑
、
礼
器
碑
は
、
熹
平
石
経
残
石
の

お
よ
そ
二
十
年
前
に
同
地
域
で
作
成
さ
れ
、
刻
年
差
も
三
年
と
ほ
ぼ
同
時
期
で

あ
る
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
の
か
、
全
体
的
に
字
形
や
書
風
が
似
通
っ
て
い
る
。

一
方
、
熹
平
石
経
よ
り
後
に
制
作
さ
れ
た
曹
全
碑
、
張
遷
碑
は
、
八
分
の
一
典

型
で
あ
り
な
が
ら
よ
り
独
自
性
を
帯
び
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。 

 

三

各
字
体
の
異
同
に
関
す
る
考
察 

 

こ
こ
で
は
、
一
、
二
で
挙
げ
た
八
分
漢
碑
四
種
中
の
一
部
に
字
例
の
あ
る
文

字
に
焦
点
を
あ
て
、
熹
平
石
経
残
石
の
字
体
と
の
異
同
に
つ
い
て
さ
ら
に
考
察

す
る
。
図
版
の
右
に
出
典
の
略
称
を
記
す
。 

 

礼
器 

◎
熹
平
残
石 

 

曹
全 

 
 

張
遷 

 

熹
平
石
経
残
石
の
「
之
」
は
、
礼

器
碑
と
同
様
の
字
形
で
、
波
磔
の

斜
画
の
書
き
出
し
に
〝
筆
押
さ
え

〟
が
あ
る
。
曹
全
碑
の
字
形
に
は

そ
れ
は
見
ら
れ
な
い
。
張
遷
碑
の

字
形
は
、
石
鼓
文
「

」
や
説
文
「

」
の
名
残
り
が
感
じ
ら
れ
る
古
風
・

謹
厳
な
字
形
で
あ
る
。 

 

礼
器 

◎
熹
平
残
石 

 

曹
全 

 
 

張
遷 

 

熹
平
石
経
残
石
の
「
其
」
は
、
上

半
閉
鎖
形
内
部
を
「
十
」
に
作
っ

て
お
り
、
礼
器
碑
の
字
形
と
同
様

で
あ
る
。
戦
国
時
代
の
秦
国
で
作

ら
れ
た
と
さ
れ
る
大
篆
の
石
鼓
文
「

」
や
、
説
文
「

」
の
同
部
分
の

「×

」
形
が
「
十
」
に
変
化
し
、
さ
ら
に
は
「
一
」（
張
遷
碑
）
に
省
略
さ
れ
る

流
れ
が
読
み
取
れ
る
。 

 
礼
器 
◎
熹
平
残
石 

 

曹
全 

 
 

張
遷 

 

熹
平
石
経
の
「

」
は
、
左
払
い
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に
右
下
方
向
の
短
斜
画
が
交
差
す
る
形
に
な
っ
て
い
る
。
標
準
的
な
「
在
」
字

は
曹
全
、
張
遷
碑
か
と
思
わ
れ
る
。
礼
器
碑
の
字
形
は
、
左
払
い
に
交
差
す
る

縦
画
ま
た
は
斜
画
が
見
ら
れ
な
い
省
略
さ
れ
た
形
に
な
っ
て
い
る
。
礼
器
碑
と

同
様
の
字
形
を
示
す
他
の
漢
碑
を
挙
げ
る
と
、
三
老
諱
字
忌
日
記
「

」
、
孔

宙
碑
「

」
な
ど
で
あ
る
。
金
文
は
「

」
、
説
文
は
「

」
、
王
義
之
の
草

書
に
は
「

」
が
見
ら
れ
る
。
左
図
の
よ
う
に
、
も
と
金
文
で
は
肥
筆
だ
っ
た

も
の
が
、
説
文
で
は
短
横
画
と
な
り
、
熹
平
石
経
残
石
で
は
短
斜
画
と
な
る
。

次
に
曹
全
、
張
遷
碑
の
よ
う
に
縦
画
と
な
り
、
さ
ら
に
は
礼
器
、
三
老
諱
字
忌

日
記
、
孔
宙
碑
の
省
略
さ
れ
た
形
と
な
っ
て
、
王
羲
之
草
書
の
字
形
に
変
遷
し

て
い
く
過
程
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。 

「
在
」
字
の
変
遷 

金
文 

 
   

説
文 

 

熹
平
残
石 

 
 
礼
器 

 
 

王
羲
之
草
書 

 
―

 
 

―
 

 
 

―
 

 
―

 
 

 

 

乙
瑛 

◎
熹
平
残
石 

 

曹
全 

 

張
遷 

 

熹
平
石
経
残
石
の
左
偏
は
「
方
」

形
で
あ
り
、
張
遷
碑
の
字
形
と
同

様
で
あ
る
。
一
方
、
乙
瑛
、
曹
全

碑
は
「

」
の
形
で
あ
る
。
説
文

は
「

」
。
隷
書
に
は
「
方
」
「

」
と
も
に
よ
く
見
ら
れ
る
が
、
「

」
の

発
生
過
程
に
つ
い
て
は
判
然
と
せ
ず
、
今
後
引
き
続
き
検
討
し
た
い
。 

 

礼
器 

◎
熹
平
残
石 

 

曹
全 

 

張
遷 

 

熹
平
石
経
残
石
の
み
、
上
部
が
艸

冠
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
礼
器
、
曹
全
、
張
遷
碑
は
、「
亠
」
の
下
に
四
点

を
付
す
形
と
な
っ
て
い
る
。
張
遷
碑
に
は
、「
亠
」
の
下
に
二
点
を
付
す
「

」

も
あ
る
。
金
文
は
「

」
、
説
文
は
「

」
、
懐
素
に
「

」
、
米
芾
に
「

」

が
あ
る
。
上
部
が
「
艸
」
形
の
熹
平
石
経
残
石
は
、
金
文
以
来
の
正
統
な
字
形

で
書
い
た
も
の
と
い
え
よ
う
か
。「
亠
」
に
「
灬
」
を
付
す
形
の
発
生
過
程
に
つ

い
て
は
今
後
引
き
続
き
検
討
し
た
い
。 

 

乙
瑛 

 

◎
熹
平
残
石 

曹
全 

 

熹
平
石
経
残
石
上
部
は
、「
止
」
の
省
略
形

で
あ
る
。
乙
瑛
、
曹
全
碑
の
上
部
は
さ
ら

に
簡
略
化
が
進
み
、
二
点
に
横
画
の
楷
書

字
形
と
同
様
に
作
っ
て
い
る
。
説
文
古
籀

補
「

」
、
説
文
「

」
で
あ
る
。
熹
平
石
経
残
石
は
、
西
嶽
崋
山
廟
碑
「

」

の
字
形
と
同
様
で
あ
る
。
隷
辨
の
字
形
に
よ
っ
て
、
隷
書
の
「
前
」
字
の
変
遷

を
「

」→

「

」→

「

」
の
よ
う
に
た
ど
る
こ
と
が
で
き
、
熹
平
石
経

残
石
の
字
形
は
、
こ
の
二
番
目
の
字
形
に
近
い
こ
と
が
分
か
る
。 

 

◎
熹
平
残
石 

曹
全 

 

張
遷 

 

曹
全
、
張
遷
碑
は
、「
又
」
の
上
に
一
横
画

が
見
え
る
。
熹
平
石
経
残
石
は
、
そ
の
一

横
画
が
省
略
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

説
文
古
籀
補
「

」
、
説
文
「

」
、

石
鼓
文
「

」
。
西
域
出
土
書
跡
に
、
一
横
画
を
短
く
省
略
し
た
形
の
点
を
「
又
」

の
上
に
付
し
た
と
見
ら
れ
る
「

」
が
あ
る
。 
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◎
熹
平
残
石 

曹
全 

 

張
遷 

 

曹
全
碑
、
熹
平
石
経
残
石
、
張
遷
碑
の
順

に
簡
略
化
が
進
ん
で
い
る
と
言
え
る
。
三

碑
の
上
部
は
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
下
部
に
違

い
が
見
ら
れ
る
。「
囗
」
の
中
が
、
曹
全
碑

は
「
日
」
、
熹
平
石
経
残
石
、
張
遷
碑
は
「
口
」

と
な
り
、
さ
ら
に
張
遷
碑
は
外
側
「
囗
」
の
上
横
画
が
省
略
さ
れ
、
上
部
の
横

画
と
共
用
さ
れ
た
形
に
な
っ
て
お
り
、
特
殊
で
あ
る
。
説
文
は
「

」
。 

 
 

礼
器 

◎
熹
平
残
石 
曹
全 

 

熹
平
石
経
残
石
の
左
側
下
部
「
句
」
形
は
、

礼
器
碑
の
左
払
い
を
横
画
へ
直
接
連
続
し

た
形
に
作
っ
て
い
る
。
曹
全
碑
の
同
部
分

は
、「
句
」
で
は
な
く
「
冋
」
と
な
っ
て
お

り
、
特
殊
で
あ
る
。 

説
文
古
籀
補
「

」
、
説
文
「

」
、
隷
辨
「

」
、
史
晨
碑
「

」
で
あ
る
。 

 

◎
熹
平
残
石 

曹
全 

 

張
遷 

 

説
文
古
籀
補
「

」
、
説
文
「

」
で

あ
る
。
熹
平
石
経
残
石
の
右
旁
上
部
「
旡
」

は
、
説
文
古
籀
補
の
右
旁
上
部
の
名
残
り

を
留
め
た
形
に
作
っ
て
い
る
。
熹
平
石
経

残
石
に
は
、
ほ
か
に
左
下
部
に
二
点
を
加
え
る
「

」
形
も
あ
る
。
曹
全
碑
、

張
遷
碑
の
同
部
分
「
无
」
は
省
略
形
で
あ
る
。 

  

乙
瑛 

◎
熹
平
残
石 

曹
全 

 

熹
平
石
経
残
石
は
、
乙
瑛
碑
の
字
形
と
ほ

ぼ
同
様
で
あ
る
。 

曹
全
碑
の
字
形
は
、
中

央
の
縦
画
が
「
コ
」
形
を
挟
ん
で
上
下
に

分
か
れ
て
い
る
。
説
文
古
籀
補
「

」
、

説
文
「

」
。
篆
書
で
は
中
央
の
縦
画
が

「
コ
」
形
を
貫
い
て
は
い
な
い
。
史
晨
碑
に
曹
全
碑
と
同
様
の
字
体
「

」
が

あ
る
。
史
晨
碑
は
乙
瑛
碑
と
同
地
域
の
書
跡
で
、
一
六
九
年
の
刻
。
時
期
的
に

は
、
乙
瑛
碑
（
一
五
三
年
）
と
熹
平
石
経
残
石
（
一
七
五
年
）
の
間
で
、
両
者

と
異
な
る
「

」
形
も
書
か
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

 ◎
熹
平
残
石 

曹
全 

 

張
遷 

 

熹
平
石
経
残
石
は
、
艸
冠
が
左
右
に
分
か

れ
た
形
に
作
ら
れ
、
下
部
の
二
縦
画
が

「
Ｌ
」
状
の
折
れ
に
な
っ
て
い
る
。
曹

全
碑
は
、
艸
冠
が
省
略
さ
れ
た
字
形
で

あ
る
。
張
遷
碑
は
、
艸
冠
が
草
書
の
字

形
と
近
い
形
に
な
っ
て
い
る
。
説
文
「

」
、
孔
宙
碑
「

」
、
西
嶽
崋
山
廟

碑
「

」
が
あ
り
、
熹
平
石
経
残
石
の
字
形
は
、
西
嶽
華
山
廟
碑
の
字
形
に
近

い
。 

 
◎
熹
平
残
石 

曹
全 

 

張
遷 

 

張
遷
碑
の
し
ん
に
ょ
う
は
、
上
部
の
点
が

二
点
に
省
略
さ
れ
た
形
と
い
え
る
。
前
の

「
荒
」
字
の
艸
冠
に
も
草
書
の
よ
う
な
省
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略
形
が
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
張
遷
碑
は
、
省
略
の
進
ん
だ
字
形
が
一
部
に
見
ら

れ
る
が
、
そ
れ
を
特
徴
と
位
置
づ
け
る
に
は
、
さ
ら
に
多
く
の
事
例
を
確
認
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
旁
の
下
部
が
、
熹
平
石
経
残
石
は

「
己
」
、
曹
全
碑
は
「
ふ
し
づ
く
り
」
形
、
張
遷
碑
は
「
巳
」
に
な
っ
て
い
る
点

が
異
な
る
。
説
文
古
籀
補
「

」
、
説
文
「

」
、
隷
辨
「

、

、

」
、

楷
書
に
爨
龍
顔
碑
「

」
、
九
成
宮
醴
泉
銘
「

」
、
楮
遂
良
「

」
な
ど
が

あ
り
、
旁
の
下
部
に
は
多
様
な
形
が
見
ら
れ
る
。 

 

◎
熹
平
残
石 

 

曹
全 

 

熹
平
石
経
残
石
と
曹
全
碑
の
字
形
の
違
い
は
、
右
旁

下
部
で
あ
る
。
熹
平
石
経
残
石
は
「
小
」
形
、
曹
全

碑
は
「
灬
」
と
な
っ
て
い
る
。
説
文
「

」
、
隷
辨

「

、

」
、
小
子
残
碑
「

」
。
説
文
の
字
形
か

ら
、「
僚
」
字
の
右
旁
下
部
は
も
と
「
火
」
で
あ
り
、
熹
平
石
経
残
石
で
は
「
小
」

に
、
曹
全
碑
で
は
「
灬
」
に
変
化
し
て
い
る
。 

 

◎
熹
平
残
石 

 

曹
全 
 

熹
平
石
経
残
石
の
「
冂
」
内
は
、
説
文
古
籀
補
「

、

、

」
、
説
文
「

」
の
字
形
を
継
承
し
た

字
形
の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
曹
全
碑
の
字
形
は
、

西
嶽
崋
山
廟
碑
「

」
、
隷
辨
「

」
と
ほ
ぼ
同
様

で
あ
る
。 

  

◎
熹
平
残
石 
 

曹
全 

 

熹
平
石
経
残
石
は
「
惠
」
形
、
曹
全
碑
は
「
恵
」
形

に
作
ら
れ
て
い
る
。
説
文
古
籀
補
「

、

、

」
、

説
文
「

」
、
子
游
残
碑
「

」
（
一
一
五
年
）
、

西
嶽
崋
山
廟
碑
「

」
（
一
六
五
年
）
、
西
狭
頌
「

」
（
一
七
一
年
）
な
ど

の
例
か
ら
は
、
隷
書
時
代
の
あ
る
時
期
に
、「
惠
」
と
「
恵
」
の
明
確
な
使
用
の

分
断
は
見
ら
れ
な
い
。 

 

◎
熹
平
残
石 

曹
全 

 

説
文
古
籀
補
「

」
、
説
文
「

」
、
隷
辨
「

、

、

、

、

、

」
、
西
狭
頌
「

」
、
石
門

頌
「

」
。
熹
平
石
経
残
石
は
、
説
文
の
字
形
と
ほ

ぼ
同
様
に
書
か
れ
て
お
り
、
西
狭
頌
に
も
同
形
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
字
例

か
ら
、「
繼
」
か
ら
「
継
」
へ
の
お
よ
そ
の
簡
略
化
の
過
程
を
次
の
よ
う
に
た
ど

る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

「
継
」
字
の
簡
略
化
の
流
れ 

 
→

 
 

→
 

 
→

 
 

→
 

 

 

◎
熹
平
残
石 

曹
全 

 

説
文
古
籀
補
「

」
、
説
文
「

」
、
隷
辨
「

、

、

、

、

」
、
石
門
頌
「

」
。
熹
平
石
経
残
石

は
、
説
文
の
字
形
の
流
れ
を
受
け
継
ぎ
、「
耳
」
下
部
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が
「
壬
」
に
つ
く
ら
れ
る
隷
辨
一
番
目
の
字
例
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
曹
全
碑

は
、「
耳
」
下
部
の
「
壬
」
が
「
土
」
と
な
る
隷
辨
二
番
目
の
字
例
と
同
様
で
あ

る
。 

 

◎
熹
平
残
石 

 
曹
全 

 

説
文
「

」
、
隷
辨
「

、

、

、

」
、

孔
宙
碑
「

」
、
西
嶽
崋
山
廟
碑
「

」
。
熹
平
石

経
残
石
は
、
隷
辨
第
一
番
目
の
字
例
と
同
様
と
考
え

ら
れ
る
。
曹
全
碑
の
字
例
は
、
西
嶽
華
山
廟
碑
の
字
形
と
同
様
で
あ
る
。 

 

◎
熹
平
残
石 

曹
全 

 

説
文
「

」
、
隷
辨
「

、

、

、

」
、
歐

陽
詢
「

」
、
虞
世
南
「

」
。
熹
平
石
経
残
石

は
「
亠
」
が
下
部
の
全
体
を
覆
っ
て
い
る
の
に
対
し
、

曹
全
碑
は
「
亠
」
が
左
偏
の
み
に
被
さ
っ
た
形
と
な
っ
て
い
る
。
隷
辨
お
よ
び

楷
書
の
欧
陽
詢
、
虞
世
南
の
字
例
に
も
、
両
者
が
見
ら
れ
る
。 

 
 

以
上
、
本
項
で
は
、
八
分
漢
碑
四
種
中
の
一
部
に
字
例
の
あ
る
文
字
に
焦
点

を
あ
て
、
熹
平
石
経
残
石
の
字
体
と
の
異
同
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
そ
の
結
果

を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

①

「
之
」
（

熹
平
石
経
残
石
、

礼
器
碑
）
、
ま
た
「
其
」
（

熹
平

石
経
残
石
、

礼
器
碑
）
の
よ
う
に
、
熹
平
石
経
残
石
と
礼
器
碑
の
二

碑
に
特
徴
的
な
共
通
点
が
見
ら
れ
た
。 

②

「
舊
」
字
に
お
い
て
、
熹
平
石
経
残
石
の
み
に
見
ら
れ
る
小
篆
の
流
れ

を
く
む
字
体
「

」
が
見
ら
れ
た
。 

 

③

張
遷
碑
に
は
、
「

（
之
）
」
の
よ
う
に
、
石
鼓
文
や
説
文
な
ど
の
篆
書

の
名
残
り
が
あ
る
古
風
・
謹
厳
な
字
体
と
、「

（
嗇
）
」
、「

（
荒
）
」
、

「

（
遷
）
」
な
ど
簡
略
的
な
字
体
が
見
ら
れ
る
。 

 

④

曹
全
碑
に
は
、「
前
」「
荒
」「
僚
」「
恵
」「
継
」
の
よ
う
に
、
熹
平
石
経

残
石
の
字
体
に
比
べ
て
簡
略
な
字
体
で
書
か
れ
て
い
る
例
が
見
ら
れ
た
。 

 

四

お
わ
り
に 

本
稿
で
は
、
後
漢
熹
平
四
年
（
一
七
五
年
）
、
経
年
や
秦
代
の
焚
書
坑
儒
に
よ

っ
て
散
逸
し
た
儒
学
経
典
の
古
来
の
原
文
を
回
復
さ
せ
、
後
学
の
益
と
な
る
よ

う
刻
石
さ
れ
た
「
熹
平
石
経
」
の
残
石
搨
本
に
焦
点
を
あ
て
た
。
当
時
の
正
体

の
隷
書
字
形
を
示
す
「
熹
平
石
経
残
石
」
の
文
字
と
、
同
時
代
に
建
碑
さ
れ
た

乙
瑛
碑
、
礼
器
碑
、
曹
全
碑
、
張
遷
碑
の
四
碑
の
字
形
と
を
比
較
検
討
し
、
共

通
点
や
相
違
点
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
ま
た
隷
書
の
代
表
的
古
典
と
尊
称
さ
れ

る
そ
れ
ら
四
種
の
価
値
を
、
筆
意
の
み
な
ら
ず
正
体
の
視
点
か
ら
も
確
認
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
。 

 
二
に
お
い
て
は
ま
ず
、
熹
平
石
経
残
石
と
八
分
漢
碑
四
種
の
全
て
に
字
例
の

あ
る
文
字
を
抜
粋
し
て
表
Ⅰ
を
作
成
し
た
。
そ
し
て
表
Ⅰ
を
も
と
に
、
字
体
や
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書
風
の
微
細
な
異
同
等
を
考
察
し
、
熹
平
石
経
残
石
と
八
分
漢
碑
四
種
と
の
共

通
点
や
相
違
点
を
見
出
そ
う
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
熹
平
石
経
残
石
と
乙
瑛
碑

と
の
間
に
比
較
的
顕
著
な
字
体
・
書
風
の
共
通
点
が
見
ら
れ
た
。 

 
三
に
お
い
て
は
、
八
分
漢
碑
四
種
中
の
一
部
に
熹
平
石
経
残
石
と
同
じ
字
種

の
字
例
が
あ
る
文
字
の
う
ち
、
熹
平
石
経
残
石
と
の
字
体
の
異
同
が
顕
著
な
も

の
を
取
り
上
げ
て
考
察
し
た
。
字
体
の
比
較
に
お
い
て
は
、
文
字
の
正
統
の
流

れ
が
た
ど
れ
る
よ
う
、
説
文
の
字
形
や
他
の
隷
書
古
典
の
字
例
も
示
し
た
。
結

果
は
先
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。 

 

本
稿
全
体
を
通
し
て
、
熹
平
石
経
残
石
の
字
体
は
、
本
石
経
が
儒
学
経
典
古

来
の
正
文
を
記
す
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
文
字
（
隷
書
：
八
分
）
の
正
体
を
も
記

す
意
図
の
も
と
に
制
作
さ
れ
た
こ
と
を
如
実
に
示
し
、
お
よ
そ
金
文
や
小
篆
の

流
れ
を
汲
む
正
統
的
な
字
体
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま

た
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
漢
代
を
代
表
す
る
八
分
漢
碑
四
種
の
う
ち
、
礼
器
碑
、

乙
瑛
碑
に
は
熹
平
石
経
残
石
と
の
共
通
点
が
比
較
的
多
く
見
ら
れ
、
字
体
の
正

統
的
性
格
が
強
い
と
言
え
よ
う
。
一
方
、
熹
平
石
経
以
後
に
建
て
ら
れ
た
曹
全

碑
や
張
遷
碑
に
は
、
簡
略
な
字
体
と
考
え
ら
れ
る
形
状
に
書
か
れ
て
い
る
字
例

も
見
ら
れ
た
。
熹
平
石
経
残
石
の
字
体
に
、
そ
れ
よ
り
も
先
に
書
か
れ
た
乙
瑛

碑
や
礼
器
碑
と
の
共
通
点
が
比
較
的
多
く
見
ら
れ
る
の
は
、
隣
接
地
域
に
お
け

る
政
治
的
、
文
化
的
交
流
の
所
産
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は

稿
を
改
め
て
、
多
角
的
に
詳
細
な
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
。 

 

図
版
出
典 

本
稿
中
の
文
字
図
版
は
、
次
の
書
籍
か
ら
抜
粋
、
転
載
し
た
。 



劉
正
成
『
中
国
書
法
全
集 

第
八
巻
』
一
九
九
三
年 

榮
寶
齋 

 


伏
見
沖
敬
『
角
川
書
道
字
典
』
一
九
七
七
年 

角
川
書
店 



藤
原
鶴
来
『
新
書
道
字
典
』
一
九
八
五
年 

二
玄
社 

 


赤
井
清
美
『
篆
隷
字
典
』
昭
和
六
〇
年 



『
書
跡
名
品
叢
刊 

漢
・
乙
瑛
碑
』
二
玄
社 

一
九
六
〇
年 

 


『
書
跡
名
品
叢
刊 

漢
・
禮
器
碑
』
二
玄
社 

一
九
五
八
年 

 


『
書
跡
名
品
叢
刊 

漢
・
曹
全
碑
』
二
玄
社 

一
九
五
九
年 

 


『
書
跡
名
品
叢
刊 

漢
・
張
遷
碑
』
二
玄
社 

一
九
五
九
年 
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